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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルミニウムを含む電池ケースに、金属製の正・負極端子がそれぞれ封止固定された非
水電解質電池において、前記負極端子と前記電池ケース間は絶縁されており、
前記正極端子が絶縁体を介して前記電池ケースに封止固定され、前記絶縁体表面に導電性
皮膜を備えることによって前記正極端子と前記電池ケース間の抵抗を１Ω～１ＭΩとした
ことを特徴とする非水電解質二次電池。
【請求項２】
　鉄を含む電池ケースに、金属製の正・負極端子がそれぞれ封止固定された非水電解質電
池において、前記正極端子と前記電池ケース間は絶縁されており、前記負極端子と前記電
池ケース間が１Ω～１ＭΩの抵抗を介して接続されていることを特徴とする非水電解質電
池。
【請求項３】
　前記負極端子が絶縁体を介して前記電池ケースに封止固定され、前記絶縁体表面に導電
性皮膜を備えることによって前記負極端子と前記電池ケース間の抵抗を１Ω～１ＭΩとし
たことを特徴とする請求項２に記載の非水電解質二次電池。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、電池ケースに固定された金属製の正・負極端子を有する非水電解質電池に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　金属製電池ケースを用いた非水電解質二次電池には、いくつかの種類がある。代表的な
形状としては、正極端子および負極端子が共に金属ケースから絶縁されている形状、金属
ケースが正極端子を兼ね、負極端子が金属ケースから絶縁されている形状、金属ケースが
負極端子を兼ね、正極端子が金属ケースから絶縁されている形状がある。
【０００３】
　正極端子および負極端子が共に金属ケースから絶縁されている形状の非水電解質二次電
池は特許文献１に開示されている。この形状の従来の構造例を図５および図６に示す。図
５および図６において、１は発電要素、２は金属ケース、３は蓋板、４は正極端子、５は
負極端子、６は絶縁筒、７は端子支持板、８はアルミニウムロウ、９は金属ロウである。
【０００４】
　この非水電解質二次電池は、長円筒形の巻回型の発電要素１を長円筒形容器状の金属ケ
ース２内に収納し、この金属ケース２の上端開口部に長円形の蓋板３を嵌め込んで嵌合部
を溶接することにより封止固着したものである。
【０００５】
　発電要素１の、正極に接続された正極端子４と負極に接続された負極端子５には、それ
ぞれセラミックス製の絶縁筒６を介して端子支持板７が取り付けられている。即ち、正極
端子４は、図６に示すように、セラミックス製の絶縁筒６の内筒に挿入されて、この嵌合
部をアルミニウムロウ８でロウ付けすることにより封止固着されている。また、絶縁筒６
は、端子支持板７の開口孔に挿入されて、この嵌合部を金属ロウ９でロウ付けすることに
より封止固着されている。ここで、正極端子４には、正極電位で非水電解液に溶解しない
アルミニウム合金が用いられ、絶縁筒６との間のロウ材も同じ正極電位となるためにアル
ミニウムロウ８が用いられることになる。また、端子支持板７は、正負極とは絶縁される
ので、アルミニウム合金やステンレス鋼、鉄板にニッケルメッキを施したもの等が用いら
れる。端子支持板７にアルミニウム合金を用いる場合は、図６に示すように絶縁筒６との
間の金属ロウ９にもアルミニウムロウが用いられる。
【０００６】
　図６に示した負極端子５も、正極端子４と同様に、セラミックス製の絶縁筒６の内筒に
挿入されて、この嵌合部を金銅ロウ等の銅合金系金属ロウでロウ付けすることにより封止
固着されている。また、この絶縁筒６も、端子支持板７の開口孔に挿入されて、この嵌合
部をロウ付けすることにより封止固着されている。ここで、負極端子５には、負極電位で
電気化学的腐食の起こり難い銅や銅合金が用いられ、絶縁筒６との間のロウ材も同じ負極
電位となるために銅合金系金属ロウが用いられることになる。また、端子支持板７とこの
絶縁筒６との間の嵌合部のロウ材は、正極端子４の場合と同様のアルミニウムロウが用い
られる。
【０００７】
　上記正極端子４と負極端子５とを絶縁筒６，６を介して封止固着した端子支持板７，７
は、蓋板３の両端部に設けられた開口孔にそれぞれ嵌め込まれて溶接により封止固着され
る。そして、このようにして蓋板３の下方に取り付けた発電要素１を金属ケース２の内部
に挿入し、蓋板３をこの金属ケース２の上端開口部に嵌め込んで溶接を行うことにより電
池外装体内部を密閉する。
【０００８】
　また、金属ケースが正極端子を兼ね、負極端子が金属ケースから絶縁されている形状の
非水電解質二次電池は特許文献２に開示されている。この形状の電池では、電池ケースに
アルミニウ製ケースを用い、正極集電体としてのアルミニウム箔と電池ケースは直接また
は溶接等により接続されており、一方、負極端子と電池ケース間には絶縁体を設け、負極
端子は金属ケースから絶縁されているものである。
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【０００９】
　さらに、金属ケースが負極端子を兼ね、正極端子が金属ケースから絶縁されている形状
の非水電解質二次電池は特許文献３に開示されている。この形状の電池では、電池ケース
にニッケルメッキした鉄（鋼）製ケースやステンレス鋼製ケースを用い、負極集電体とし
ての銅箔と電池ケースは直接または溶接等により接続されており、一方、正極端子と電池
ケース間には絶縁体を設け、正極端子は金属ケースから絶縁されているものである。
【００１０】
【特許文献１】特開２００２－１６４０３８号公報
【特許文献２】特開２００３－１５７８３２号公報
【特許文献３】特開平１１－１１１３３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　これらの形状の非水電解質二次電池においては、電池を直列あるいは並列に接続して組
電池を製造する際、誤って短絡するという問題と、長期間の使用中に短絡が発生するとい
う、ふたつの問題がある。
【００１２】
　例えば、金属製電池ケースと正極端子が接続されて、電池ケースが正極端子を兼ねてい
る電池、または、金属製電池ケースと負極端子とが接続されて、電池ケースが負極端子を
兼ねている電池を、組電池に組立てている作業の途中に、電池ケースと端子とが不用意に
工具等により接触した場合、端子と電池ケース間での短絡が起こる。この短絡により、接
触部に数千Ａの電流が流れて激しいスパークが発生し、作業者がけがをしたり、電池が破
壊されたりする可能性がある。
【００１３】
　一方、一般に容量が５Ａｈを超える非水電解質二次電池では、電池を直列あるいは並列
に接続して組電池を製造する際の安全性を確保するために、正・負極端子は、それぞれ金
属製電池ケースから絶縁されている。この電池の場合も、正極端子と負極端子とが接触し
た場合、大電流が流れて激しいスパークが発生するが、大型電池に場合には大事故につな
がるため、十分注意して作業をするので、その可能性はほとんどない。また、電池ケース
と正極端子間の接触および電池ケースと負極端子間の接触では、問題は発生しない。
【００１４】
　非水電解質二次電池を長期間使用する場合、端子と金属製電池ケース間の絶縁体に、空
気中の水分や、導電性の微粒子が付着し、絶縁が低下する場合がある。
【００１５】
　端子と電池ケースとの絶縁が不十分な場合、電池ケースが腐食するという問題があった
。例えば、電池ケースにアルミニウムやアルミニウム合金を用い、正極端子および負極端
子が金属ケースから絶縁されている形状の電池において、長期間使用中に、負極端子と電
池ケースとの絶縁が不十分となった場合には、電池ケース（アルミニウム）－負極端子－
負極活物質が電気的に接続され、負極活物質、電池ケース（アルミニウム）がいずれも電
解液で連絡される。その結果、次の反応が起こる。
【００１６】
　負極：Ｌｉ＋＋ｅ－→Ｌｉ
　アルミニウム製電池ケース：Ｌｉ＋Ａｌ→ＬｉＡｌ
　このように、アルミニウム製電池ケース上において、負極に吸蔵されているリチウムと
アルミニウム電池ケースとの合金化反応が進行し、電池容量の低下や電池ケースの腐食に
ともなう電解液の漏れが発生する。
【００１７】
　一方、電池ケースにステンレス鋼や鋼板にニッケルメッキを施したものを用い、負極端
子および正極端子が金属ケースから絶縁されている形状の電池において、長期間使用中に
、正極端子と電池ケースとの絶縁が不十分となった場合には、電池ケースでは次の反応が
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起こる。
【００１８】
　Ｆｅ→Ｆｅ３＋＋３ｅ－

　そして、電解液中のＦｅ３＋イオンの濃度が高まり、その影響で、電解液中のＬｉ＋イ
オンが正極活物質中に吸蔵され、結果的に正極活物質が放電することになり、容量が減少
するものと推定される。また、電池ケース上においては、電池ケースの溶解反応が進行し
、電池ケースの腐食にともなう電解液の漏れが発生するという問題が生じていた。
【００１９】
　本発明の目的は、かかる事情に対処するためになされたものであり、どちらか一方の端
子と電池ケースとを抵抗体で接続することにより、組電池の組み立て途中での安全性を確
保するとともに、端子と電池ケースとの絶縁が不十分であったとしても、電池の劣化を防
止できる端子を有する電池を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　請求項１の発明は、アルミニウムを含む電池ケースに、金属製の正・負極端子がそれぞ
れ封止固定された非水電解質電池において、前記負極端子と前記電池ケース間は絶縁され
ており、前記正極端子が絶縁体を介して前記電池ケースに封止固定され、前記絶縁体表面
に導電性皮膜を備えることによって前記正極端子と前記電池ケース間の抵抗を１Ω～１Ｍ
Ωとしたことを特徴とする。
 
【００２１】
　また、請求項２の発明は、鉄を含む電池ケースに、金属製の正・負極端子がそれぞれ封
止固定された非水電解質電池において、前記正極端子と前記電池ケース間は絶縁されてお
り、前記負極端子と前記電池ケース間が１Ω～１ＭΩの抵抗を介して接続されていること
を特徴とする。
【００２２】
　なお、電池に電解液を注液した後には、端子と電池ケース間は電解液で連絡される。こ
の場合は、端子と電池ケース間にはイオン伝導に起因する抵抗が発生する。本発明におい
ては、端子と電池ケース間は、イオン伝導ではなく、電子伝導体で接続し、その抵抗値を
１Ω～１ＭΩの範囲とするものである。
【００２３】
　また、本発明において、「アルミニウムを含む電池ケース」とは、アルミニウムやアル
ミニウム合金からなる電池ケースを意味し、また、「鉄を含む電池ケース」とは、鉄、鋼
、ステンレス鋼、あるいはこれらにニッケルメッキした電池ケースを意味するものとする
。
【００２４】
　さらに、請求項３の発明は、上記請求項２の非水電解質電池において、前記負極端子が
絶縁体を介して前記電池ケースに封止固定され、前記絶縁体表面に導電性皮膜を備えるこ
とによって前記負極端子と前記電池ケース間の抵抗を１Ω～１ＭΩとしたことを特徴とす
る。
 
【発明の効果】
【００２５】
　請求項１または請求項２の発明によれば、アルミニウムを含む電池ケースに、金属製の
正・負極端子がそれぞれ封止固定された非水電解質電池において、負極端子と電池ケース
間は絶縁されており、正極端子と電池ケース間が１Ω～１ＭΩの抵抗を介して接続され、
また、鉄を含む電池ケースに、金属製の正・負極端子がそれぞれ封止固定された非水電解
質電池において、前記正極端子と前記電池ケース間は絶縁されており、前記負極端子と前
記電池ケース間が１Ω～１ＭΩの抵抗を介して接続されているため、組電池の組み立て途
中で、電池ケースとは絶縁されている端子（一方の端子）と電池ケースとが不用意に工具
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等により接触したとしても、接触部に流れる電流は、他方の端子と電池ケース間の抵抗値
により制限されるので、スパークの発生が抑制され、作業者のけがや、電池の破損を確実
に防止することができるようになる。
【００２６】
　また、電池を長期間使用し、端子と金属製電池ケース間の絶縁体に、空気中の水分や、
導電性の微粒子が付着し、電池ケースとは絶縁されている端子（一方の端子）と電池ケー
ス間の絶縁が不十分な場合でも、一方の端子と電池ケースとの間に流れる電流は、一方の
端子－電池ケース－抵抗（１Ω～１ＭΩ）－他方の端子を流れるため、電池ケースの腐食
反応は進行せず、電池の劣化を確実に防止することができるようになる。
【００２７】
　請求項３の発明によれば、従来の電池とほぼ同じ構造および部品点数で電池を作製でき
るので、コストや作業性の点において優れている。
【００２８】
　以上のように、本発明の電池によれば、組電池の組み立て時の安全性を確保できるとと
もに、電池を長期間使用中に、端子と電池ケースとの絶縁が不十分となった場合でも、電
池ケースの腐食にともなう電解液の漏れや電池の劣化を確実に防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　発明を実施するための最良の形態を、実施例に基づき、図面を参照して説明する。
【実施例】
【００３０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００３１】
　［実施例１～５および比較例１～３］
　［実施例１］
　図１は、実施例１の非水電解質二次電池の正極端子を示す部分拡大縦断面図である。な
お、図１において、図６に示した従来例と同様の機能を有する構成部材には同じ番号を付
記する。また、１２は樹脂皮膜である。
【００３２】
　図１において、正極端子４は、セラミックス製の絶縁筒６の内筒に下方から挿入される
。この正極端子４は、正極電位で非水電解液に溶解しないアルミニウム若しくはアルミニ
ウム合金製の円柱状のピンである。そして、図示しないが、正極端子４は、図５に示した
従来の電池と同様に、発電要素の正極に接続された集電板に下端部を溶接され、絶縁筒６
の上方に向けて突出している。セラミックス製の絶縁筒６は、非水電解液に腐食されにく
い９９％のアルミナからなり、その表面にカーボンを分散させた半導性のポリアミドイミ
ド樹脂製の樹脂皮膜１２が形成されており、電解液注液前の電池における正極端子４と電
池ケース間の抵抗値は１ＭΩとした。
【００３３】
　図示しないが、負極端子も正極端子と同様に、セラミックス製の絶縁筒の内筒に下方か
ら挿入される。負極端子は、負極電位で電気化学的腐食の起こり難い銅若しくは銅合金製
の円柱状のピンである。そして、負極端子も、図５に示した従来の電池と同様に、発電要
素の負極に接続された集電板に下端部を溶接され、絶縁筒６の上方に向けて突出している
。セラミックス製の絶縁筒は、正極に用いたものと同様、絶縁性の９９％アルミナからな
る。したがって、負極端子５は電池ケースと電気的に絶縁されている。
【００３４】
　図５に示した従来例と同様に、正極端子を封止固定した端子固定筒、および負極端子を
封止固着した端子固定筒は、それぞれ端子支持板７，７の開口孔に挿入されて、この嵌合
部をアルミニウムロウでロウ付けすることにより封止固着されている。また、このように
して正極端子４と負極端子５とをそれぞれ封止固着した端子支持板７，７は、従来例と同
様に、蓋板３の両端部に設けられた開口孔にそれぞれ嵌め込まれて溶接により封止固着さ
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れる。そして、発電要素１を金属ケース２の内部に収納すると共に、この蓋板３を金属ケ
ース２の上端開口部に嵌め込んで溶接を行うことにより電池外装体内部を密閉する。
【００３５】
　つぎに、上記電池構造で、負極活物質に炭素材料を、正極活物質にコバルト酸リチウム
を用いた、実施例１の非水電解質二次電池を製作した。正極端子および負極端子の絶縁筒
には、ともに絶縁性のセラミックスを用いた。電池形状は長円筒形であり、電池ケースに
はアルミニウム合金を用いた。電池寸法は幅１３０ｍｍ、厚み５０ｍｍ、高さ２０８ｍｍ
であり、容量は１００Ａｈである。
【００３６】
　［実施例２］
　正極端子の絶縁筒の電池外表面側に塗布した、カーボンを添加したポリアミドイミド樹
脂のカーボン量を調整して、電解液注液前の電池における正極端子と電池ケース間の抵抗
値を１０ｋΩとしたこと以外は実施例１と同様にして、実施例２の非水電解質二次電池を
製作した。
【００３７】
　［実施例３］
　正極端子の絶縁筒の電池外表面側に塗布した、カーボンを添加したポリアミドイミド樹
脂のカーボン量を調整して、電解液注液前の電池における正極端子と電池ケース間の抵抗
値を１００Ωとしたこと以外は実施例１と同様にして、実施例３の非水電解質二次電池を
製作した。
【００３８】
　［実施例４］
　正極端子の絶縁筒の電池外表面側に塗布した、カーボンを添加したポリアミドイミド樹
脂のカーボン量を調整して、電解液注液前の電池における正極端子と電池ケース間の抵抗
値を１０Ωとしたこと以外は実施例１と同様にして、実施例４の非水電解質二次電池を製
作した。
【００３９】
　［実施例５］
　正極端子の絶縁筒の電池外表面側に塗布した、カーボンを添加したポリアミドイミド樹
脂のカーボン量を調整して、電解液注液前の電池における正極端子と電池ケース間の抵抗
値を１Ωとしたこと以外は実施例１と同様にして、実施例５の非水電解質二次電池を製作
した。
【００４０】
　［比較例１］
　正極端子の絶縁筒の電池外表面側に塗布した、カーボンを添加したポリアミドイミド樹
脂のカーボン量を調整して、電解液注液前の電池における正極端子と電池ケース間の抵抗
値を１００ｍΩとしたこと以外は実施例１と同様にして、比較例１の非水電解質二次電池
を製作した。
【００４１】
　［比較例２］
　正極端子の絶縁筒の電池外表面側に塗布した、カーボンを添加したポリアミドイミド樹
脂のカーボン量を調整して、電解液注液前の電池における正極端子と電池ケース間の抵抗
値を１０ｍΩとしたこと以外は実施例１と同様にして、比較例２の非水電解質二次電池を
製作した。
【００４２】
　［比較例３］
　正極端子と電池ケースとの間に絶縁筒を用いず、アルミニウム製の正極端子をアルミニ
ウム合金製の電池ケースに直接溶接したこと以外は実施例１と同様にして、比較例３の電
池を製作した。
【００４３】
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　本発明による電池組立時の安全化効果を確認するために、実施例１～５および比較例１
～３の８種類の電池を、電流２０Ａで電圧４．０Ｖまで充電した後、バッテリ組立時の事
故を想定した外部短絡試験をおこなった。実験には鋼鉄製のドライバーを用い、負極端子
と電池ケースとをドライバーで接触短絡させる実験をそれぞれ１０回行った。スパーク発
生確率および電池に見られた異常を表１にまとめた。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　表１の結果から明らかなとおり、本発明の、正極端子と電池ケース間の抵抗値が１Ω～
１ＭΩの範囲にある実施例１～５の電池では、負極端子と電池ケースとが接触しても、正
極端子と電池ケースとが１Ω以上の抵抗で接続されているので、短絡電流が抑制され、接
触部の変色・溶融等の発生を防止し、作業者の安全を確保することができる。
【００４６】
　本発明の電池構成によれば、負極端子と電池ケースとは絶縁されており、一方、正極端
子と電池ケース間の抵抗値が１Ω～１ＭΩの範囲にあるため、組電池の組立途中で、正極
端子と電池ケースとが不用意に工具等により接触したとしても、電池ケースは負極端子と
絶縁されているので接触部には電流は流れない。一方、負極端子と電池ケースとが不用意
に工具等により接触したとしても、電池ケースと正極端子とは１Ω～１ＭΩの抵抗値で接
続されているため、４Ｖの電位差が発生していたとすると、流れる電流は４Ａ（４Ｖ／１
Ω）～４μｍ（４Ｖ／１ＭΩ）とわずかであるので、スパークは発生せず、作業者のけが
や、電池の破損を確実に防止することができる。
【００４７】
　通常、短絡によるスパークは１０Ａ程度の電流が流れた場合に発生する。端子電圧が４
Ｖの非水電解質二次電池では、正極端子と電池ケースとの間の抵抗値が１Ωの場合に、負
極端子と電池ケースが接触した時には、約４Ａの電流が流れるが、この程度の電流ではわ
ずかなスパークしか発生しない。したがって、スパークの発生を防止するための、正極端
子と電池ケースとの間の抵抗値は、安全を見込んで１Ω以上とする必要がある。
【００４８】
　また、正・負極端子ともに電池ケースから絶縁されている電池を使用する場合、電池ケ
ースの腐食を防止するために、負極端子と電池ケースとを１０ＭΩ以上の抵抗値で絶縁す
る必要がある。ただし、長期間の使用により、導電性の微粒子や水分の付着により、負極
端子と電池ケースとの絶縁が１ＭΩまで低下する可能性があり、その場合に電池ケースの
腐食が起こる。したがって、正極端子と電池ケースとの間の抵抗値を１ＭΩ以下に設定し
ておくことにより、負極端子と電池ケース間に流れる電流は、電池ケースに１Ω～１ＭΩ
の抵抗値で接続されている正極端子との間を流れるので、アルミニウム合金ケースの腐食
反応は進行せず、電池の劣化を確実に防止することができる。
【００４９】
　なお、上記実施形態では、絶縁筒６の表面にカーボンを分散させたポリアミドイミド樹
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脂製の樹脂皮膜を形成する場合を説明したが、他の種類の導電性樹脂を用いることができ
る。このような材料として、カーボンを分散したエポキシ樹脂等の熱硬化性樹脂の他に、
カーボンを分散したポリイミド樹脂、ポリプロピレンやポリエチレン等の熱可塑性樹脂や
セルロース等が挙げられる。
【００５０】
　また、樹脂皮膜を形成する部位を電池の外側とする例を示したが、樹脂皮膜が耐電解液
を有し、かつ端子の酸化還元電位において安定であれば、電池の内側に形成することも可
能である。
【００５１】
　これらの導電性樹脂皮膜を介して接続される端子と電池ケースとの間の抵抗値は、１Ω
から１ＭΩまでの範囲とする必要がある。好ましくは１０Ωから１００ｋΩであり、さら
に好ましくは１００Ωから１０ｋΩである。
【００５２】
　そこで、絶縁筒の表面に形成する樹脂皮膜の導電性、厚みや距離を調整し、端子と電池
ケースとの間の抵抗値を上記の好ましい範囲とすることで、組電池の組立時の安全性確保
と、端子と電池との絶縁不良に起因する電池の劣化防止の両者を高いレベルで実現するこ
とができる。また、端子と電池ケースとを電気的に接続する方法として、端子と電池ケー
スとの間に抵抗素子を圧着端子やネジ止め等により接続する方法が考えられるが、上記実
施形態は、従来の電池とほぼ同じ構造および部品点数であるので、コストや作業性の点か
らも優れている。
【００５３】
　［実施例６］
　図２は、実施例６の非水電解質二次電池の正極端子を示す部分拡大縦断面図である。な
お、図２において、図６に示したものと同様の機能を有する構成部材には同じ番号を付記
する。また、１０は端子固定筒である。
【００５４】
　図２は、本発明の実施例６の、従来例と同様の正極端子やセラミックス・ハーメチック
シールを用いた非水電解質二次電池の正極端子部分の構造である。この非水電解質二次電
池の電池外装体は、図５に示したものと同様に、長円筒形容器状のアルミニウム合金製の
金属ケースと、この金属ケースの上端開口部に嵌め込んで溶接により封止固着される蓋板
と、この蓋板の開口孔に嵌め込んで溶接により封止固着される端子支持板とから構成され
る。
【００５５】
　図２に示したように、正極端子４は、半導性セラミックス製の端子固定筒１０の内筒に
下方から挿入され、端子支持板７に端子固定筒１０を介して封止固着される。この正極端
子４は、正極電位で非水電解液に溶解しないアルミニウム若しくはアルミニウム合金製の
円柱状のピンである。
【００５６】
　そして、正極端子４は、図５に示したのと同様に、発電要素の正極に接続された集電板
に下端部を溶接されて上方に向けて突出している。半導性セラミックス製の端子固定筒１
０は、非水電解液に腐食されにくいことを特徴とするアルミナを主体としており、導電性
成分である酸化チタン（ＴｉＯ）を添加することにより半導性を有する。また、端子支持
板７には、アルミニウムやアルミニウム合金が用いられる。
【００５７】
　なお、実施例６の電池では、端子固定筒１０の材質に酸化チタンを添加したアルミナを
用いる場合を説明したが、他の種類の導電性セラミックスを用いることができる。このよ
うな材料として、チタンカーバイト（ＴｉＣ）を添加したアルミナ、炭化ニオブ（ＮｂＣ
）を添加したジルコニア、タングステンカーバイト（ＷＣ）を添加したジルコニアやシリ
コンカーバイト（ＳｉＣ）等が挙げられる。
【００５８】
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　ここで、正極端子４と端子固定筒１０の間はアルミニウムロウ８を用いてロウ付けされ
、端子固定筒１０と端子支持板７の間もアルミニウムロウ９を用いてロウ付けされ、アル
ミニウムロウ８のロウ付け部にはメタライズ層が被着されている。
【００５９】
　図示しないが、負極端子の場合も、絶縁体であるセラミックス製の端子固定筒の内筒に
下方から挿入され、端子支持板に端子固定筒を介して封止固着される。この負極端子は、
形状は正極端子４と同様の円柱状のピンであるが、負極電位で電気化学的腐食の起こり難
い銅若しくは銅合金製である。
【００６０】
　負極端子の場合も、発電要素の負極に接続された集電板に下端部を溶接されて上方に向
けて突出しており、セラミックス製の端子固定筒は９９％アルミナからなる絶縁体であり
、る。そして、負極端子と端子固定筒の間は金銅ロウ等の銅合金系金属ロウを用いてロウ
付けされ、端子固定筒と端子支持板の間はアルミニウムロウを用いてロウ付けされ、銅合
金系金属ロウのロウ付け部にはメタライズ層が被着されている。したがって、負極端子５
は電池ケースと電気的に絶縁されている。
【００６１】
　上記正極端子を封止固定した端子固定筒、および負極端子を封止固着した端子固定筒は
、図５に示した従来例と同様に、それぞれ端子支持板７，７の開口孔に挿入されて、この
嵌合部をアルミニウムロウでロウ付けすることにより封止固着されている。また、このよ
うにして正極端子４と負極端子５とをそれぞれ封止固着した端子支持板７，７は、従来例
と同様に、蓋板３の両端部に設けられた開口孔にそれぞれ嵌め込まれて溶接により封止固
着される。そして、発電要素１を金属ケース２の内部に収納すると共に、この蓋板３を金
属ケース２の上端開口部に嵌め込んで溶接を行うことにより電池外装体内部を密閉する。
【００６２】
　この実施例６の電池では、実施例３の電池と同様に、正極端子４は、半導性を有する端
子固定等１０と端子支持板７とを介して、電池ケースと電気的に接続されている。
【００６３】
　そこで、端子固定筒に用いるセラミックスの導電性、断面積や距離を調整し、正極端子
と電池ケースとの間の抵抗値を１Ωから１ＭΩまでの範囲とすることで、実施例１～５と
同様に、組電池の組立時の安全性確保と、端子と電池との絶縁不良に起因する電池の劣化
防止の両者を高いレベルで実現することができる。
【００６４】
　［実施例７］
　図３は本発明の実施例７を示すものであって、非水電解質二次電池の端子を示す部分拡
大縦断面図である。なお、図３において、４は正極端子、７は端子支持板、１１は半導性
樹脂パッキン、１４は正極リードである。
【００６５】
　図３に示すように、実施例７では、端子固定筒に、セラミックスの代わりに樹脂製パッ
キン１１を用いる。正極端子４は、導電性のカーボンを分散したポリフェニレンサルファ
イト（ＰＰＳ）製の半導性樹脂パッキン１１を介してアルミニウム合金製の端子支持板７
にかしめ付けられることで封止固定され、正極端子と電池ケースとは、抵抗を介して電気
的に接続される。
【００６６】
　一方、図示しないが、負極端子は絶縁性のポリフェニレンサルファイト（ＰＰＳ）製の
樹脂パッキンを介してアルミニウム合金製の端子支持板にかしめ付けられることで封止固
定される。したがって、負極端子５は電池ケースと電気的に絶縁されている。
【００６７】
　なお、ここでは、樹脂パッキン１１の材質にポリフェニレンサルファイトを用いる場合
を説明したが、他の種類の樹脂を用いることができる。このような材料として、ポリプロ
ピレン、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート等が挙げられる。これらの樹脂は絶
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縁体であるが、導電性のカーボンを適量添加することで導電性を与えることができる。
【００６８】
　実施例７においても、実施例１～６と同様に理由で、正極端子と電池ケースの抵抗を１
Ωから１ＭΩまでの範囲とする必要がある。そのためには、導電性樹脂パッキンの導電性
、断面積や距離を調整し、端子と電池ケースとの間の抵抗値を上記の好ましい範囲とする
ことで、組電池の組み立て時の安全性確保と、端子と電池との絶縁不良に起因する電池の
劣化防止の両者を高いレベルで実現することができる。
【００６９】
　［実施例８］
　図４は本発明の実施例８を示すものであって、非水電解質二次電池の端子を示す部分拡
大縦断面図である。なお、図４において、図３に示したものと同様の機能を有する構成部
材には同じ番号を付記する。また、１３はＯ－リングである。
【００７０】
　図４に示すように、実施例８では、実施例７の半導性樹脂パッキンの代わりに、樹脂製
パッキン１１とＯ－リング１３とを組合せたものを用いることもできる。正極端子４は、
絶縁性のポリフェニレンサルファイト（ＰＰＳ）製の樹脂パッキン１１とカーボンを添加
したフッ素樹脂からなる半導性のＯ－リング１３を介して、アルミニウム合金製の端子支
持板７に密着させることで封止固定され、正極端子と電池ケースとは、抵抗値を介して電
気的に接続される。
【００７１】
　一方、図示しないが、負極端子は絶縁性のポリフェニレンサルファイト（ＰＰＳ）製の
樹脂パッキンと絶縁性のＯ－リングとを介してアルミニウム合金製の端子支持板７に密着
させることで封止固定される。したがって、負極端子５は電池ケースと電気的に絶縁され
ている。
【００７２】
　なお、ここでは、樹脂パッキン１１の材質にポリフェニレンサルファイトを用いる場合
を説明したが、他の種類の樹脂を用いることができる。このような材料として、ポリプロ
ピレン、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート等が挙げられる。
【００７３】
　実施例８においても、実施例１～７と同様に理由で、正極端子と電池ケースの抵抗を１
Ωから１ＭΩまでの範囲とする必要がある。そのためには、半導性のＯ－リングの導電性
、断面積や距離を調整し、端子と電池ケースとの間の抵抗値を上記の好ましい範囲とする
ことで、組電池の組み立て時の安全性確保と、端子と電池との絶縁不良に起因する電池の
劣化防止の両者を高いレベルで実現することができる。
【００７４】
　また、上記実施例１～８では、電池外装体が電池ケースと蓋板と端子支持板とからなる
場合を示したが、この電池外装体の構成は任意であり、端子支持板を用いることなく、蓋
板の開口孔に直接絶縁筒をロウ付けしてもよく、電池ケース側に正極端子や負極端子を配
置することもできる。
【００７５】
　また、上記実施例１～８では、非水電解質二次電池について説明したが、二次電池に限
らず、一次電池の非水電解質電池にも同様に実施可能であり、この非水電解質電池にはポ
リマー電池も含まれる。
【００７６】
　上記実施例１～８では、アルミニウムやアルミニウム合金などのアルミニウムを含む電
池ケースを用い、正極端子と電池ケース間の抵抗を１Ωから１ＭΩまでの範囲とし、負極
端子と電池ケース間が絶縁されている例について述べたが、逆に、ステンレス鋼や鋼板に
ニッケルメッキした鉄を含む電池ケースを用い、負極端子と電池ケース間の抵抗を１Ωか
ら１ＭΩまでの範囲とし、正極端子と電池ケース間が絶縁されているようにした場合でも
、同様の効果が得られるものである。
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【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の実施例１の、端子絶縁筒の表面に導電性樹脂皮膜を形成した場合の非水
電解質二次電池用端子の構成を示す部分拡大縦断面図。
【図２】本発明の実施例６の、端子の固定封止部品に導電性セラミックスを用いる場合の
非水電解質二次電池用端子の構成を示す部分拡大縦断面図。
【図３】本発明の実施例７の、端子の固定封止部品に導電性樹脂パッキンを用いる場合の
非水電解質二次電池用端子の構成を示す部分拡大縦断面図。
【図４】本発明の実例８の、端子の固定封止部品に樹脂パッキンと導電性Ｏ―リングとを
組合せて用いる場合の非水電解質二次電池用端子の構成を示す部分拡大縦断面図。
【図５】従来例の非水電解質二次電池の、構造を示す組立斜視図。
【図６】従来例の非水電解質二次電池の、端子の部分拡大縦断面図。
【符号の説明】
【００７８】
　１　発電要素
　２　金属容器
　３　蓋板
　４　正極端子
　５　負極端子
　６　絶縁筒
　７　端子支持板
　８　アルミニウムロウ
　９　銅合金系金属ロウ
　１０　端子固定筒
　１１　樹脂パッキン
　１２　樹脂皮膜
　１３　Ｏ－リング
　１４　正極リード
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